
日本リテールファンド投資法人（ＪＲＦ）が発行する 

「グリーンボンド」への投資について 

 

 

 大東京信用組合（理事長 柳沢祥二、以下「当組合」）は、このたび、日本リテー

ルファンド投資法人（以下「ＪＲＦ」）が発行する第 13回無担保投資法人債（別称：

第２回ＪＲＦグリーンボンド、以下「本債券」）への投資を決定いたしましたので、

お知らせいたします（本債券発行予定 2019年 6月 25日）。 

 

 「グリーンボンド」とは、調達資金の使途が環境配慮型投融資案件に資するもの

であることに限定された債券で、本債券は国際資本市場協会が定めるグリーンボン

ド原則に則して発行されます。 

 

 ＪＲＦは、本資産運用会社（三菱商事・ユービーエス・リアルティ株式会社）と

ともにサステナビリティ（持続可能性）、特にＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）へ

の取り組みを積極的に推進し、その取り組みの一環として 2018年 5月にＪ－ＲＥＩ

Ｔで初めてとなるグリーンボンドを発行いたしましたが、本債券はその２回目とな

るものです。 

 なお、グリーンボンドとしての適格性については、2018年 4月にＥＳＧ評価会社

であるサステイナリティクスよりセカンド・オピニオンを取得しており、本債券に

おいても本セカンド・オピニオンが有効であることを確認しております。 

 

 当組合は、今後もＥＳＧ投資を通じて、ＳＤＧｓの達成に貢献する事業を資金面

からサポートし、持続可能な社会の形成に寄与すべく社会的使命・役割を果たして

まいります。 

以 上 


